
「リーグ前半戦は、1勝しかできていない。接戦の試合も多
く、点を取れないことが課題。」リーグ前半戦を終わって18
位、リーグワースト2位の14得点。後半戦、巻き返したい。
「今日の試合、僕はペナルティエリアに入る回数を増やした
い。チームとしても、相手コートに押し込む時間帯を、また、
ゴールやアシストなど結果に繋がるプレーを見せ、必ず結
果を出す。」好守で存在感を示すルーキー・岩本和希。今日
こそホーム初勝利に導く。

主なイベント
◇人権標語入りクリアファイル配布
◇障がい者スポーツパネル展示
◇人権標語メッセージパネルの展示
◇DAZN特設ブース



カマタマーレ讃岐は前節、AC長野パルセイロとアウェイで対戦。スタメン8人を入
替えて臨んだ。前半は押し込まれる場面が多かったが、粘り強い守備で無失点に抑
えた。コーナーキックから神谷椋士選手がチャンスを作り出すも、無得点。62
分、相手にPKを与え、先制される。選手交代などで流れを変えたかったが、得点を
奪えず、0-1で敗れた。
一方のヴァンラーレ八戸は、藤枝MYFCと対戦。前半に2点を奪われる苦しい展開。
62分にクロス攻撃から上形洋介選手が１点を返すも、75分にも３失点目。後半ア
ディショナルタイムに上形選手のこの試合2ゴール目で1点差に追い上げるが、試
合終了。2-3で敗戦となった。
讃岐と八戸は今季、第11節に対戦。讃岐がＪリーグ昇格後、最多となる4得点で、4-2
で勝利した。今季唯一の勝利試合だ。讃岐は苦しいチーム状況だが、前回対戦を再
現し、ホーム初勝利をファン・サポーターに届ける。そして、リーグ後半戦、浮上の
きっかけを掴む試合とする。
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詳しくはコチラ

37.5℃以上の場合、または37.5℃未満でも
症状がある場合や平熱よりも高いことが明ら
かな場合は、入場できません
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